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平成２６年度　科学技術人材育成重点枠事業
マス・フェスタ（全国数学生徒研究発表会）の開催について（ご依頼）

　早春の候、貴校におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　さて、大手前高校では、平成２５年度、文部科学省より科学技術人材育成重点枠の指定を受け、「数学」に特化したＳＳＨ事業の取り組みを実施することになりました。その事業の一環としまして、下記の通り数学生徒研究発表会を開催を予定しております。つきましては、ご多忙とは存じますが、発表参加についてご検討頂きますようお願い申し上げます。
尚、発表による参加をご希望頂ける場合は、別紙の発表申し込み用紙をＦａｘ、またはメールにてお送り頂きます様お願いいたします。
記

日　時　　　平成２６年８月２３日（土）　午前９時３０分～午後４時００分
場　所　　　エル・おおさか（大阪市中央区
北浜東３－１４）
目　的　　　数学に関する生徒の取り組み等（課題研究、部活動等）の研究発表を行うこ
とにより、数学に対しての興味・関心を高め、日本の数学教育活動の発展に
資する。
内　容　　　生徒による数学研究（課題研究等）についての発表会
　　　　　 　　数学に関する発表、数学を利用しての研究発表など。
 　　１校１発表、口頭発表時間は１０分程度（ポスター発表も同内容であり）
その他　　１．発表校の引率教員１名と発表生徒２名分までの交通費は重点枠予算（大手前高校）より支出します。その人数を超える場合は貴校にてご負担お願いいたします。
２．当日、朝の打ち合わせ（９：００）に参加が不可能な場合、および、発表会終了後、帰宅が困難な場合は、相談により前泊・後泊費も重点枠予算（大手前高校）より支出します。
３．見学参加は、重点枠SSHの支援対象ではありません。貴校の予算にてお願いいたします。
	【連絡先】
大阪府立大手前高等学校
　教 頭 　田中 　仁
　　SSH主任　宮城 憲博
　　電話06-6941-0051


　





マス・フェスタ（全国数学生徒研究発表会）参加申し込み用紙
（この用紙または同内容のものをＦＡＸまたはE-mailでお送り下さい）
　学校名【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

①お申込者（職・氏名）
　                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②連絡先（お名前・電話・E-mail）

　発表ご担当（　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　）
　
　事務ご担当（　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③発表参加人数（今回は概数調査です。現時点で未定の場合は、未定とお書きください）

　　生徒　　　　　男子（　　　　　）人、　女子（　　　　）人
引率教員　　　　　（　　　　　）人
宿泊希望の有無　　（　前泊　・　後泊　・　なし　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注）
【発表関係】
１．発表タイトル・発表者人数　等の最終確定は６月末、要旨の提出は７月末を予定しています。改めてご連絡させて頂きます。
２．教員参加（見学）のご案内も６月に発送いたします。こちらの費用は貴校でお願いいたします。
３．会場に限りがありますので、参加校多数の場合はご相談の上調整をさせて頂くことがあります。ご了承ください。
【事務関係】
１．発表生徒２名と引率教員１名までの交通費は重点枠予算（大手前高校）より支出いたします。
２．参加希望校には、改めまして、事務手続き書類をメールにてお送りさせて頂きます。
締め切り　平成２６年５月１日（木）

大阪府立大手前高等学校　担当　宮城憲博　宛
ＦＡＸ番号　　０６－６９４１－３１６３
電話番号　　　０６－６９４１－００５１
E-mail　 miyagi2@otemae.osaka-c.ed.jp
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